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攻めの農業、漁業、商業、
観光活性化プロジェクト

（目的、概要）
平成１８年１２月の町議会定例会において制定された「もったいない町
民運動による循環型のまちづくり条例」通称「もったいない条例」の施
策である環境保全、資源循環、もったいない精神を、町民一人ひとり
が協働と参画の意識を持ち、同じ目標に一体となって取り組む環境整
備に努める。

（具体的な成果目標）
①リサイクル率5.74％(H18)から17.1％(H21)を目指す。
②ごみの年間排出量3,787t(H18)を３０％減の2,650t(H21)を目指す。

（目的、概要）
中泊町と五所川原市を結ぶ津軽鉄道は地域住民の生活交通の重要
な路線であると共に重要な観光資源でもあるが、国の安全基準を満た
す必要があることから、津軽鉄道が事業主となり平成１９年度から２ヶ
年にわたり、国の鉄道軌道近代化設備整備費等補助金を活用し緊急
保全整備事業を実施する予定である。沿線関係市町として強力にバッ
クアップする必要があることから補助し、生活交通を確保するものであ
る。

（目的、概要）
「健康なかどまり21」の施策目標である『健康寿命の延伸』実現のため
に、食生活・運動を重点項目に掲げ、住み慣れた地域で豊かな老後を
過ごせるよう、いつまでも元気で、病気をしない体をつくるため軽ス
ポーツ等の運動を実践する。

（具体的な成果目標）
運動教室・肥満予防対策事業の開催と運動グループの育成・支援に
努めスポーツ団体を増やすことにより、スポーツイベント参加人数
1000人(H18)を2000人(H21)にする。

（具体的な成果目標）
国の安全基準を満たすことにより、生活・観光路線の維持に繋がり、
年間利用客現行３３万人(H18)を３５万人(H20)にする。

（目的、概要）
町の主力資源である地域特有の農産物、水産物の発掘・消費拡大を
図ると共に担い手の支援、都市と農村漁村の交流を推進することによ
り町のＰＲ及び、地域資源販売網の拡大を目指す。

（具体的な成果目標）
地元食材を学校給食に取り入れる等地元の消費拡大を図り、山の清
水で育てた米「里ごころ」の地域ブランド化に努めると共に(H18)地元
消費25％を(H20)100％とする。

（目的、概要）
我が町においても過疎化が進み出生数も年々急激な減少傾向が続い
ていることから少子高齢化をくい止めることが重要視されている。その
ため町では、両親共働き世帯を応援するための放課後児童健全育成
事業、及び核家族化が進み子育て不安や子育てに対する悩み等相談
する相手や場を提供し、安心した子育てをしてもらうことを目的とした、
地域子育て支援事業の実施をするものである。

（目的、概要）
豊かな自然・生態系に配慮した水辺空間を創造し、公園整備すること
により自然と人が共生し、自然環境保全の大切さを認識することを目
的とする。

（具体的な成果目標）
①　多様な生態系に配慮した整備や活動を推進し、河川や沿岸域な
ど水辺の自然環境の保全と再生に努める。（水辺の環境保全及び再
生の向上）
②ため池の水質浄化向上に努めることにより、町民に親しまれる水辺
の環境づくりに努める。（水質改善とふれあいの推進）
③現在10,000匹生息しているホタルを20,000匹まで増やす。

（具体的な成果目標）
小学校低学年のかぎっ子の解消及び子育て不安の解消を図り、両親
が安心してして働くことができ、また子育て不安を解消することにより、
子育ての楽しさを知ることができる。これらを推し進めることにより現
行出生数８０人未満を１００人以上とする。

循環型社会形成推進プロ
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ジェクト

政策分野　②

政策分野　⑩

政策分野　⑩

ママ・パパ安心プロジェク
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プロジェクト名

中泊町放課後児童健全育
成事業

攻めの農業、漁業、商業、観光活性化
プロジェクト

地産地消地域ブランド化
事業

（H19～H2０）

事業名

ママ・パパ安心プロジェクト

もったいない運動「ごみ減
量大作戦」

・滝ノ沢ふるさと砂防愛ランド園路整備（誘導
灯等）
・園内草刈  ・カワニナ（ホタルの幼虫の餌）の
放流
・クレソン（カワニナの餌）栽培
・ホタル幼虫の放流
・７月中旬滝ノ沢砂防愛ランドにおいてホタル
の鑑賞を目的としたイベントの開催

（単位　千円）

事業概要

町民と協働による「廃棄物循環型社会形成」
に向けて次の事業を展開する。①啓発資料の
作成、配布、②町民フォーラムの開催、③少
年少女ごみ探検隊、④リサイクル工作体験教
室、⑤ごみ集団回収団体育成事業、⑥ビデオ
教材作成

町では18年度ため池周辺に大凡300本のオオ
ヤマザクラを植栽したのをかわきりに19年度に
おいては、乱雑に群生し、既存の水性植物に
影響を与えていた蓮を移設し、水辺の環境保
全を行う。

保護者が労働等により日中家庭にいない、就
学している小学校児童に対して、授業終了後
に一定時間生活指導を行い、児童の健全な
育成を図る。

地元の農産物、水産物を再認識してもらうた
め学校給食に取り入れる等地域ブランド化の
確立。

（H19～H20）

健康増進普及事業

１．軽スポーツ普及講習会の実施
２．ウォーキングコースの整備及びマップ作成
３．町民ウォーキング大会の開催

町民大運動会開催事業

合併後の町民交流と、健康への関心を高める
ため、６月下旬開催、町内会２３団体約５００人
の参加を予定。

元気な町民運動実践プロジェクト

（H19～H21）

生活交通確保事業

津軽鉄道の安全基準を満たしていない木製
枕木をコンクリート枕木に交換

生活交通確保プロジェクト

地域子育て支援センター
事業

子育てに関する相談指導、子育て家庭の育
児に関する情報交換や子育ての相互協力等
を行う子育てサークル等の組織活動をとおし
て、育児不安を解消し、より良い子育て環境を
つくるための支援。

循環型社会形成推進プロジェクト

（H19～H21）

水辺の環境保全事業

ホタルの里づくり

環境保全プロジェクト

（H19～H21）


